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はじめに 
	 本報告書では千葉大学大学院人文社会科学研究科博士後期課程研究プロジェクト「相互行為における接触
場面の構築」（2015 年度）の１年の成果をまとめた．これまで刊行された「接触場面の言語管理研究」シリ
ーズとして13冊目にあたる． 
	 本報告書では，2015年9月に博士の学位を取得した鄒暁依氏の博士論文からの展望論文を掲載した．鄒暁
依氏は日本に長期滞在する中国人居住者を対象に，インタビュー調査や自然会話での動詞使用に注目し，来
日の目的や日本語学習の動機などによって，来日後の日本語を含む言語環境の構築の仕方が異なることを明
らかにしている．とくに，複数の調査方法を使い，共時的・通時的な視点から長期滞在の外国人居住者の言
語レパートリーを統合的に捉えようとしているところがパイオニア研究として評価される． 
	  
言語・文化背景が異なる人々による相互行為は，異文化接触場面において行われ，そこでは参加者による
接触場面独自の相互行為や言語管理が見られると言われる．その一方で接触場面は相互行為を通して構築さ
れる側面もあり，とくに日本語の特徴的な言語要素や社会文化背景的な要素などが，相互行為を通して接触
場面にどのような性格を与えるか，それによりどのような言語問題を生み出しているかを考察することは，
本研究のテーマとなる「相互行為における接触場面の構築」を考える上で重要な視点であると言えよう．本
報告書ではこうした視点に関わる6本の研究論文と1本の研究ノートを掲載した．崔論文は従来の文レベル
の終助詞のとらえ方では，終助詞の逸脱によって生じる相互行為上の問題を的確に捉えることができないと
いう問題意識から，新たに発話連鎖の視点を取り入れ，相互行為としての終助詞の機能と接触場面における
学習者の使用上の問題を捉え直すことを提案している．またミラー論文は外国人居住者の言語的相互行為に
おけるアイデンティティに注目しており，Subjectivity と Identity を区別し，会話分析的手法により分析する
ことによって，相互行為を通して示されるアイデンティティ研究の有効な分析枠組みの考察を試みている． 
	 一方，接触場面に見られる評価と調整はインターアクションをめぐる参加者間の相互行為の現れであると
もいえるが，孫は評価に関わる要素の一つとして，参加者のインタレストに注目し，制度化された留学生支
援場面でのインターアクション事例を中心に，「評価」が参加者のインタレストとどのように関わっている
か考察している．権と王の論文は相互行為の結果としての調整行動に注目している．権は在日中国朝鮮族の
内的場面の調整行動の一つであるコード・スイッチングの実態を取りあげており、王は日中接触場面におけ
る中国人日本語学習者のインターアクション問題と調整行動に注目し、とくに調整ストラテジーの量的・質
的分析を試みている．また，最後に掲載した村岡・高論文は，高・村岡(2015)に引き続き，外国人居住者の
言語使用意識の概要をとらえるためにアンケート調査を実施しており，新たに収集された分のアンケートの
回答を含む分析結果をまとめ、前回の調査結果と比較しながら，外国人居住者の言語使用意識に関する考察
をさらに深めている． 
 
報告書の最後には2015年4月から2016年2月までの「言語管理研究会」の活動報告を載せた． 
	 なお，本研究プロジェクト報告書からの部分的な引用に関しては，すでに著者の了解が得られている． 
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